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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも２つの成分ＡおよびＢからなる顔料混合物であって、
　成分Ａが、
（Ａ）モル比が１：０．５～１：２．０のＴｉＯ2とＦｅ2Ｏ3の混合物、ならびに場合に
より、層（Ａ）を基準として＜２０重量％の量の１以上の金属酸化物からなる高屈折率コ
ーティングと、
（Ｂ）ｎ＜１．８の屈折率を有する無色コーティングと、
（Ｃ）ｎ＞１．８の屈折率を有する無色コーティングと、
（Ｄ）ｎ＞１．８の屈折率を有する吸収性コーティングと、場合により、
（Ｅ）外側保護層と
を含む層配列を有する多層コートのフレーク状基材に基づく効果顔料を含み、
　成分Ｂが、無機顔料、有機顔料、染料、着色性天然果実、および／または植物抽出物の
群から選択される着色剤、および／またはフレーク状、針状、球状、もしくは不規則形状
の粒子からなる増量剤を含む
ことを特徴とする顔料混合物。
【請求項２】
　成分Ａの効果顔料が、以下の層構造、
基材＋Ｆｅ2Ｏ3／ＴｉＯ2＋ＳｉＯ2＋ＴｉＯ2＋Ｆｅ2Ｏ3／ＴｉＯ2、
基材＋Ｆｅ2Ｏ3／ＴｉＯ2＋ＳｉＯ2＋ＴｉＯ2＋Ｆｅ2Ｏ3、または
基材＋Ｆｅ2Ｏ3／ＴｉＯ2＋ＳｉＯ2＋ＴｉＯ2＋ＳｉＯ2＋Ｆｅ2Ｏ3／ＴｉＯ2

を有することを特徴とする、請求項１に記載の顔料混合物。
【請求項３】
　成分Ａのフレーク状基材がＴｉＯ2またはＳｉＯ2の層で被覆されることを特徴とする、
請求項１または２に記載の顔料混合物。
【請求項４】
　成分Ａの効果顔料が、以下の層構造、
基材＋ＴｉＯ2＋Ｆｅ2Ｏ3／ＴｉＯ2＋ＳｉＯ2＋ＴｉＯ2＋Ｆｅ2Ｏ3／ＴｉＯ2、または
基材＋ＴｉＯ2＋Ｆｅ2Ｏ3／ＴｉＯ2＋ＳｉＯ2＋ＴｉＯ2＋Ｆｅ2Ｏ3

を有することを特徴とする、請求項１から３のいずれか一項に記載の顔料混合物。
【請求項５】
　成分Ａの効果顔料の層（Ａ）のＴｉＯ2対Ｆｅ2Ｏ3のモル比が１：１であることを特徴
とする、請求項１から４のいずれか一項に記載の顔料混合物。
【請求項６】
　成分Ａの効果顔料の層（Ｄ）のＴｉＯ2対Ｆｅ2Ｏ3のモル比が１：１であることを特徴
とする、請求項１から５のいずれか一項に記載の顔料混合物。
【請求項７】
　成分Ａの効果顔料の層（Ａ）が、疑似板チタン石、または疑似板チタン石とＴｉＯ2も
しくは疑似板チタン石とＦｅ2Ｏ3の混合物の層であることを特徴とする、請求項１から６
のいずれか一項に記載の顔料混合物。
【請求項８】
　成分Ａの効果顔料の層（Ｄ）が、疑似板チタン石、または疑似板チタン石とＴｉＯ2も
しくは疑似板チタン石とＦｅ2Ｏ3の混合物の層であることを特徴とする、請求項１から７
のいずれか一項に記載の顔料混合物。
【請求項９】
　成分Ａの効果顔料の層（Ａ）および（Ｄ）がそれぞれ、疑似板チタン石、または疑似板
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チタン石とＴｉＯ2もしくは疑似板チタン石とＦｅ2Ｏ3の混合物の層であることを特徴と
する、請求項１から８のいずれか一項に記載の顔料混合物。
【請求項１０】
　成分Ｂの着色剤が、成分Ａとは異なる真珠光沢顔料、多層顔料、および／または干渉顔
料、あるいはそれらの混合物であることを特徴とする、請求項１から９のいずれか一項に
記載の顔料混合物。
【請求項１１】
　成分Ａおよび成分Ｂが混合比９９：１～５０：５０で混合されることを特徴とする、請
求項１から１０のいずれか一項に記載の顔料混合物。
【請求項１２】
　成分Ａおよび成分Ｂが混合比９９：１～１：９９で混合され、成分Ｂが増量剤であるこ
とを特徴とする、請求項１から１０のいずれか一項に記載の顔料混合物。
【請求項１３】
　層配列（ＩＬ）、（Ａ）～（Ｄ）、または（ＩＬ）（Ａ）～（Ｅ）
（ＩＬ）ＴｉＯ2の高屈折率コーティング、
（Ａ）モル比が１：０．５～１：２．０のＴｉＯ2とＦｅ2Ｏ3の混合物、ならびに場合に
より、層（Ａ）を基準として＜２０重量％の量の１以上の金属酸化物からなる高屈折率コ
ーティング、
（Ｂ）ｎ＜１．８の屈折率を有する無色コーティング、
（Ｃ）ｎ＞１．８の屈折率を有する無色コーティング、
（Ｄ）ｎ＞１．８の屈折率を有する吸収性コーティング、および場合により、
（Ｅ）外側保護層
を有することを特徴とする、多層コートのフレーク状基材に基づく効果顔料。
【請求項１４】
　以下の層構造、
基材＋ＴｉＯ2＋Ｆｅ2Ｏ3／ＴｉＯ2＋ＳｉＯ2＋ＴｉＯ2＋Ｆｅ2Ｏ3／ＴｉＯ2、または
基材＋ＴｉＯ2＋Ｆｅ2Ｏ3／ＴｉＯ2＋ＳｉＯ2＋ＴｉＯ2＋Ｆｅ2Ｏ3

を有することを特徴とする、請求項１３に記載の効果顔料。
【請求項１５】
　Ｆｅ2Ｏ3とＴｉＯ2の混合物が、疑似板チタン石、または疑似板チタン石とＴｉＯ2もし
くは疑似板チタン石とＦｅ2Ｏ3の混合物であることを特徴とする、請求項１３または１４
に記載の効果顔料。
【請求項１６】
　塗料、コーティング、印刷用インク、プラスチック、化粧品配合物、ならびに食品およ
び医薬製品における、請求項１３から１５のいずれか一項に記載の効果顔料の使用。
【請求項１７】
　化粧品配合物ならびに食品および医薬製品における、請求項１から１２のいずれか一項
に記載の顔料混合物の使用。
【請求項１８】
　顔料混合物が芳香物質および／または甘味料と組み合わせて使用されることを特徴とす
る、食品および医薬製品における、請求項１から１２のいずれか一項に記載の顔料混合物
の使用。
【請求項１９】
　請求項１から１２のいずれか一項に記載の顔料混合物を含む配合物。
【請求項２０】
　請求項１から１２のいずれか一項に記載の顔料混合物を、配合物全体を基準として０．
０１～９９重量％の量で含む配合物。
【請求項２１】
　水、ポリオール、極性または非極性の油、脂肪、ワックス、膜形成剤、ポリマー、コポ
リマー、界面活性剤、遊離基捕捉剤、酸化防止剤、安定化剤、香気増強剤、シリコーン油
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、乳化剤、溶媒、保存料、増粘剤、レオロジー添加剤、香料、紫外線吸収剤、表面活性補
助剤、および／または化粧品活性化合物をさらに含むことを特徴とする、請求項１から１
２のいずれか一項に記載の顔料混合物を含む、請求項１９または２０に記載の配合物。
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